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聖書箇所聖書箇所聖書箇所聖書箇所：：：：詩篇詩篇詩篇詩篇    １１９１１９１１９１１９篇篇篇篇８９８９８９８９－－－－９６９６９６９６節節節節    
 

 「いよいよこの時がやって来ました」と思っているのは私だけかもしれませんが、神はその不思議な

主権の中にあって、今日、こうして一つ、私の人生の１章を閉じることを良しとされています。こうし

て、私が愛するこの講壇から皆さんに向かって神のみことばを取り次ぐことができるのは、多分これが

最後になるのではないかと思いますが、この１２年間、私は何よりも神のみことばを皆さんにお伝えし

たいと、そのことを心から願って来ました。神のみことばがもたらす、いや、みことばがもっている意

味、その重要性、その必要性、そして、そこにある喜びを何とかして皆さんといっしょに学び、いっし

ょに考え、いっしょにそれを生きていきたいと心から願って来ました。私がいったいそれをどれ程誠実

に十分に成し遂げたのか、それは神がさばいてくださいます。心から願っていることは、これまでこの

特別な場所で皆さんといっしょに為して来たそのみことばの働きというのが、神が喜んでくださるもの

であるということです。何よりも残念なのは、残念なことはたくさんあるのですが、その中の大きなも

のは、皆さんといっしょにこの詩篇１１９篇を最後まで見ることができないということです。後１０回

ほど日曜日が必要なのですが、これも神が計画されていることの中で最善であると考えられて、ここで

今日見るのが最後になるのだろうと思います。 

☆☆☆☆神神神神のみことばにあるのみことばにあるのみことばにあるのみことばにある希望希望希望希望のののの確確確確かさかさかさかさ    

 先週、皆さんといっしょにこの詩篇を通して見て来たように、この詩篇の著者は非常に大きな困難の

中にいました。その中で彼は問題の大きさのゆえに、自分自身がもっていたはずの希望を失ってしまい、

それを手放してしまい、絶望の淵へと追いやられました。けれども、彼は決して神のみことばをこの手

から離してはいけないと気付いたのです。それゆえに彼は、その最後の力を振り絞って、わずかにほん

の小さな細い糸でしかないかもしれないそのみことばの希望にしがみついた訳です。私たちにも同じよ

うなことが起こります。私たちも絶望の時を迎えることがあります。この中にいらっしゃる皆さんが、

今まで一度も落胆を覚えたことがないというならそれは嘘です。私たちは必ず人生のいろんなところで

希望を失いそうになります。いや、実際に失うことがあります。絶望の中に置かれてもうどうしようも

ないと思うことが何度もあります。 

でも、先週も見たように、この詩篇の著者はその中にあって私たちが持つことができる唯一の希望を

指し示してくれたのです。今朝、私たちは８９節から始まる第１２番目の詩文節を見ていきます。そこ

でこの詩篇の著者は、自分の持っていた、しがみついていた小さな細い糸でしかなかった神のみことば

という希望が、太い綱へと変わっていくのを体験して行きます。それが余りにも確かであるゆえに、そ

れにしがみつかないことがばからしいことだと考えるほどになるのです。私たちは今日、その姿を見て

いきます。彼はここで私たちに教えるのです。神のみことばは確かに信頼を置くことができるものであ

り、神のみことばは私たちに十分なものであるということです。この著者は私たちに確かな希望がある

ことを教えてくれるのです。彼の希望が強められていったのは、彼の希望が確かな確信のゆえに太い綱

へと変わっていったのは、彼が神のみことばの性質をしっかりと思い起こしたからです。それを確かに

理解したからです。 

この第１２詩文節、「ラメド」というアルファベットの文字で始まる８９節から９６節のまでの詩文

節は、大きく二つに区分することができます。一つは８９節、もう一つは９３節の、そこから始まる４

節ごとが、この８節の中で大きな区分を作っています。それら二つの文節は二つの同じ単語で始まりま

す。そのことばは日本語では「永遠に」とか｢常に」と訳すことができることばです。この後もう少し

詳しく説明しますが、そのことばを使うことによって著者は、最初のところで神のことばがいかに確か

で信頼を置くことができるものであるのかを私たちに示し、最後の４節で、神のことばがいかに私たち

の必要を十分に満たすものであるか、十分なものであるのかということを教えてくれています。これら

二つを合わせてこの著者は、私たちがどのような人生の状況に置かれていたとしても、神の前に持つこ

とができる希望を捨てる必要がないこと、どんな絶望の中にあっても希望を持って生きていくことがで

きることを私たちに教えてくれるのです。 

こうして私たちの道が別れるに当たって、ある意味ふさわしい箇所ではないかと私は思います。私た

ちの人生にはいろんな困難が待っています。いろんな問題が起こります。いろんなチャレンジが私たち
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を襲います。けれども、私たちはどんな状況の中にあっても、神のみことばが私たちが経験するあらゆ

る事柄の中にあって信頼の置けるものであり、それらを乗り越えていくために十分であることを知るこ

とができるのです。それゆえに、揺るぐことのない希望、確かな希望を持つことができるのです。 

著者が言うことばに耳を傾けてみましょう。彼はこのように言います。 

詩篇詩篇詩篇詩篇１１９１１９１１９１１９篇篇篇篇８９８９８９８９――――９６９６９６９６節節節節    
119119119119:89 :89 :89 :89 主主主主よよよよ。。。。あなたのことばはあなたのことばはあなたのことばはあなたのことばは、、、、とこしえからとこしえからとこしえからとこしえから、、、、天天天天においてにおいてにおいてにおいて定定定定まっていますまっていますまっていますまっています。。。。    

        :90 :90 :90 :90 あなたのあなたのあなたのあなたの真実真実真実真実はははは代代代代々々々々にににに至至至至りますりますりますります。。。。あなたがあなたがあなたがあなたが地地地地をををを据据据据えたのでえたのでえたのでえたので、、、、地地地地はははは堅堅堅堅くくくく立立立立っていますっていますっていますっています。。。。    

        :91 :91 :91 :91 それらはきょうもそれらはきょうもそれらはきょうもそれらはきょうも、、、、あなたのあなたのあなたのあなたの定定定定めにしたがってめにしたがってめにしたがってめにしたがって堅堅堅堅くくくく立立立立っていますっていますっていますっています。。。。すべてはすべてはすべてはすべては、、、、あなたのしもべだからですあなたのしもべだからですあなたのしもべだからですあなたのしもべだからです。。。。    

        :92 :92 :92 :92 もしあなたのみおしえがもしあなたのみおしえがもしあなたのみおしえがもしあなたのみおしえが私私私私のののの喜喜喜喜びでなかったらびでなかったらびでなかったらびでなかったら、、、、私私私私はははは自分自分自分自分のののの悩悩悩悩みのみのみのみの中中中中でででで滅滅滅滅んでいたでしょうんでいたでしょうんでいたでしょうんでいたでしょう。。。。    

        :93 :93 :93 :93 私私私私はあなたのはあなたのはあなたのはあなたの戒戒戒戒めをめをめをめを決決決決してしてしてして忘忘忘忘れませんれませんれませんれません。。。。それによってそれによってそれによってそれによって、、、、あなたはあなたはあなたはあなたは私私私私をををを生生生生かしてくださったからですかしてくださったからですかしてくださったからですかしてくださったからです。。。。    

        :94 :94 :94 :94 私私私私はあなたのものはあなたのものはあなたのものはあなたのもの。。。。どうかどうかどうかどうか私私私私をおをおをおをお救救救救いくださいいくださいいくださいいください。。。。私私私私はははは、、、、あなたのあなたのあなたのあなたの戒戒戒戒めをめをめをめを、、、、求求求求めていますめていますめていますめています。。。。    

        :95 :95 :95 :95 悪者悪者悪者悪者どもはどもはどもはどもは、、、、私私私私をををを滅滅滅滅ぼそうとぼそうとぼそうとぼそうと、、、、私私私私をををを待待待待ちちちち伏伏伏伏せていますせていますせていますせています。。。。しかししかししかししかし私私私私はあなたのさとしをはあなたのさとしをはあなたのさとしをはあなたのさとしを聞聞聞聞きききき取取取取りますりますりますります。。。。    

        :96 :96 :96 :96 私私私私はははは、、、、すべてのすべてのすべてのすべての全全全全きものにもきものにもきものにもきものにも、、、、終終終終わりのあることをわりのあることをわりのあることをわりのあることを見見見見ましたましたましたました。。。。しかししかししかししかし、、、、あなたのあなたのあなたのあなたの仰仰仰仰せはせはせはせは、、、、すばらしくすばらしくすばらしくすばらしく広広広広いいいい

のですのですのですのです。。。。    

 

 深い絶望の淵にあった著者は、その絶望を乗り越えるために必死に神のみことばにしがみつきました。

先週、８８節で私たちはその姿を見たのですが、８９節にあって、彼が初めに使うことばは実は「永遠

に」ということばです。８９節で「とこしえから」と訳されているこのことばが、８９節の先頭で使わ

れています。「常に」、「永久に」、「とこしえに」と、彼はそのことばを強調します。そして、その

ことばを使うことによって、彼はこの８９節でも９３節でも、継続性、揺るぎなさ、そのことを言い表

わそうとしているのです。神のみことばに希望を見出すことができる、彼はそのことを何よりも思って

いました。それが強められていくに当たって、彼にとって必要だったのは、このみことばが信頼の置け

る揺るぐことのないものであるという確信だったのです。様々な問題の中で彼がその確信を持つために、

彼は必要なことに思いを巡らしました。そして、みことばが確かなものであると信頼を置くことができ

るということに強い確信を持っていくのです。私たちが希望に満ちて、喜びに満ちた生涯を歩んでいく

ために必要なのはこの確かな希望でした。そして、著者は私たちにそれを私たちが持つ姿を書き記して

くれたのです。 

☆☆☆☆神神神神のことばとのことばとのことばとのことばと確確確確かなかなかなかな希望希望希望希望    
－－－－絶望絶望絶望絶望のののの中中中中からからからから希望希望希望希望へとへとへとへと這這這這いいいい上上上上がってがってがってがっていいいいくためにくためにくためにくために必要必要必要必要なことなことなことなこと、、、、神神神神のみことばがのみことばがのみことばがのみことばが確確確確かなかなかなかな希望希望希望希望であるであるであるである証拠証拠証拠証拠－－－－        

１１１１．．．．神神神神のみことばののみことばののみことばののみことばの信頼信頼信頼信頼性性性性        ８９８９８９８９－－－－９２９２９２９２節節節節    

 最初の４節で、著者は私たちにみことばが確かなもので、信頼を置くことが出来るものだということ

を三つの方法をもって言い表わしています。私たちの持っている希望が確かなのは、神のみことばが信

頼できるからです。私たちの希望が確かなのは、神のみことばに私たちが信頼を置くことができるから

です。それを説明するために、言い表わすために彼は最初に「信頼を置ける」ということを説明します。

その次に、「信頼を置ける」ということを例を上げて示してくれます。例証を出すのです。そして、最

後に、「信頼を置ける」ということを彼は自分自身の生涯に適用するのです。最初の４節を簡単に分け

るなら、（１）説明、（２）例証、そして、（３）適用になります。 

１１１１））））信頼性信頼性信頼性信頼性のののの説明説明説明説明        ８９８９８９８９－－－－９０９０９０９０ａａａａ節節節節    

 ８９－９０ａ節「「「「主主主主よよよよ。。。。あなたのことばはあなたのことばはあなたのことばはあなたのことばは、、、、とこしえからとこしえからとこしえからとこしえから、、、、天天天天においてにおいてにおいてにおいて定定定定まっていますまっていますまっていますまっています。。。。:90 :90 :90 :90 あなたのあなたのあなたのあなたの真実真実真実真実はははは

代代代代々々々々にににに至至至至りますりますりますります。。。。」」」」、私たちはもうすでに、この著者が持っていた状況を考えました。何度もそのことを

見て来ました。彼の周りには敵がいた訳です。その敵は単にボーと立っているだけの敵ではなく、積極

的に彼を陥れようと攻撃を仕掛けていました。ありとあらゆる所に罠を仕掛け、穴を掘り、今にも彼が

そこに落ちるのを待っていました。単に待っているだけでなく、ときに、彼らは彼を突き落とそうとし

ていたのです。そこにはいろんな困難がありました。彼のいのちが狙われていました、彼の地位が脅か

されていました。そのようなことが正直にこの詩篇の中にはもう何度も記されて来ました。 

そのような状況の中で、この著者はどこを見ても希望がない、助けがないように感じていたのです。 

私たちもそのようなことがあります。今まで確かだと思っていたことが、信頼が置けなくなってしまう

のです。なぜなら、余りにも問題が大きいからです。これをしておけば大丈夫だと思っていたことが不

安になります。なぜなら、上手くいかなくなってしまうからです。その時に私たちにとって一番必要な

ものは何か信頼が置くことができるものです。これをしていれば間違いない、ここには確かさがあると、
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そのように信じ切ることができる、その何かが必要なのです。そして、著者はこの神のみことばにそれ

を見つけるのです。 

（（（（１１１１））））とこしえからとこしえからとこしえからとこしえから定定定定まっているからまっているからまっているからまっているから    

著者は私たちに教えます。神のみことばに信頼を置く必要がある、それを知らなければいけない、そ

れができると。だから、彼は言います。「とこしえから、主よ、あなたのことばは、天において定まっ

ています。」と。ここで「定まっている」と訳されていることばは「堅く立つ」と訳すことができます。

「揺るぐことがない」ということができるでしょう。しかも、動詞が使われていますが、この動詞の文

法の形を見ると継続性を表わしています。つまり、「永遠に、常に、決して、絶えることなく、継続的

に、あなたのみことばは堅く立つものだ。」ということです。「定まっている、決して、変わることが

ない。」と言うのです。この地上でどんな事が起ころうとも、どのような問題が起こったとしても、あ

なたのみことばは天にあって確実に決して揺らぐことなく定まっていると言うのです。 

私たちの生きているこの社会、世界はいろいろなことが変わっていきませんか？ふと考えただけでも

周りを見回しただけでも、私たちの周りで起こっていることの多くは１０年前、２０年前、５０年前、

１００年前には考えられないことです。道徳的な概念を考えてみてください。今この日本の社会の中で

起こっている様々な道徳的な問題を見た時に、私たちはそれらが一般的に受け入れられることが信じら

れないような時代を今まで生きて来たのです。どうしてそんなことができるのですか？と思うようなこ

とが今起こっています。なぜなら、道徳的な概念が変わって来ているからです。何が正しいのか、何が

間違っているのか、その基準がどんどん変わっていきます。そのような社会に私たちは生きている訳で

す。私たちの生活のスタイルも変わっていくのです。そのような移りゆく影のある社会にあって、この

世界にあって著者が言うことは、神のみことばは決して変わることがないということです。ありとあら

ゆる事柄を超えた完全に定められたあらゆることを測る秤である、それが神のみことばだと言うのです。   

著者はもう何度もこのことに触れて来ました。他の箇所でもそのことを教えています。 

詩篇詩篇詩篇詩篇１１９１１９１１９１１９：：：：１５２１５２１５２１５２＝＝＝＝「「「「私私私私はははは昔昔昔昔からからからから、、、、あなたのあかしであなたのあかしであなたのあかしであなたのあかしで知知知知っていますっていますっていますっています。。。。あなたはとこしえからこれをあなたはとこしえからこれをあなたはとこしえからこれをあなたはとこしえからこれを定定定定めておめておめておめてお

られることをられることをられることをられることを。」。」。」。」 
１１９１１９１１９１１９：：：：１６０１６０１６０１６０＝＝＝＝「「「「みことばのすべてはまことですみことばのすべてはまことですみことばのすべてはまことですみことばのすべてはまことです。。。。あなたのあなたのあなたのあなたの義義義義のさばきはことごとくのさばきはことごとくのさばきはことごとくのさばきはことごとく、、、、とこしえにとこしえにとこしえにとこしえに至至至至りまりまりまりま    

すすすす。。。。」」」」    

イザヤイザヤイザヤイザヤ４０４０４０４０：：：：８８８８＝＝＝＝「「「「草草草草はははは枯枯枯枯れれれれ、、、、花花花花はしぼむはしぼむはしぼむはしぼむ。。。。だがだがだがだが、、、、私私私私たちのたちのたちのたちの神神神神のことばはのことばはのことばはのことばは永遠永遠永遠永遠にににに立立立立つつつつ。」。」。」。」    

ⅠⅠⅠⅠペテロペテロペテロペテロ１１１１：：：：２３２３２３２３＝「「「「あなたがたがあなたがたがあなたがたがあなたがたが新新新新しくしくしくしく生生生生まれたのはまれたのはまれたのはまれたのは、、、、朽朽朽朽ちるちるちるちる種種種種からではなくからではなくからではなくからではなく、、、、朽朽朽朽ちないちないちないちない種種種種からでありからでありからでありからであり、、、、生生生生

けるけるけるける、、、、いつまでもいつまでもいつまでもいつまでも変変変変わることのないわることのないわることのないわることのない、、、、神神神神のことばによるのですのことばによるのですのことばによるのですのことばによるのです。」。」。」。」    

マタイマタイマタイマタイ２４２４２４２４：：：：３５３５３５３５＝「「「「このこのこのこの天地天地天地天地はははは滅滅滅滅びびびび去去去去りますりますりますります。。。。しかししかししかししかし、、、、わたしのことばはわたしのことばはわたしのことばはわたしのことばは決決決決してしてしてして滅滅滅滅びることがありませびることがありませびることがありませびることがありませ

んんんん。」。」。」。」    

マタイマタイマタイマタイ５５５５：：：：１８１８１８１８＝「「「「まことにまことにまことにまことに、、、、あなたがたにあなたがたにあなたがたにあなたがたに告告告告げますげますげますげます。。。。天地天地天地天地がががが滅滅滅滅びうせないびうせないびうせないびうせない限限限限りりりり、、、、律法律法律法律法のののの中中中中のののの一点一画一点一画一点一画一点一画でもでもでもでも決決決決しししし

てすたれることはありませんてすたれることはありませんてすたれることはありませんてすたれることはありません。。。。全部全部全部全部がががが成就成就成就成就されますされますされますされます。」。」。」。」 
 神のみことばとは北極星のようなものです。まだ様々な機器が発達していない時代に航海をする時に

船乗りたちはどのようにして方角を定めましたか？真っ暗闇で方角が全く分からない時に彼らは北極星

を探したのです。なぜですか？動かないからです。それを見ていれば、そこに向かって進んで行けば、

北に向かっていることが分かるからです。このみことばは私たちにとっての北極星なのです。移り変わ

っていく様々な事柄の中にあって、この世のいろんな出来事の中にあって、神のみことばに目を向けて

いる時に、私たちは正しい所に確かに向かっていくことができると言うのです。それを彼は自分自身に

思い起こさせたのです。 

（（（（２２２２））））みことばがみことばがみことばがみことばが語語語語るるるる神神神神がががが真実真実真実真実なななな方方方方だからだからだからだから    

でも、なぜ、神のみことばはそのように確かなのでしょう？なぜ、それが揺るぐことがないものなの

でしょう？その理由を著者は９０節で「「「「ああああなたのなたのなたのなたの真実真実真実真実はははは代代代代々々々々にににに至至至至りますりますりますります。。。。」」」」と言っています。神のみこと 

ばが信頼の置ける揺るぐことのないものである理由は、このみことばを語っている神が真実な方だから、

神が揺るぐことがない方だから、神が偽ることのない方だから、神が約束を必ず成就される誠実で真実

な方であるからです。私たちは神に完全に信頼することが出来るのと同じように、このみことばに信頼

を持つことができると言うのです。 

 皆さん、覚えていますか？エレミヤがその生涯の後半に、自分の愛する都エルサレムが崩壊する姿を

見ました。愛するイスラエルの民はバビロンへと引かれていったのです。ほんのわずかな人たちといっ

しょに残されて、エルサレムを見ながら彼は嘆きの歌を書きました。「哀歌」です。その哀歌は悲しみ

に満ちた歌ですが、でも、その中心、彼が一番焦点を当てて強調している部分に何が書かれているのか
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覚えていますか？哀歌３：２１－２４「「「「私私私私はこれをはこれをはこれをはこれを思思思思いいいい返返返返すすすす。。。。それゆえそれゆえそれゆえそれゆえ、、、、私私私私はははは待待待待ちちちち望望望望むむむむ。。。。:22 :22 :22 :22 私私私私たちたちたちたちがががが滅滅滅滅びうびうびうびう

せなかったのはせなかったのはせなかったのはせなかったのは、、、、主主主主のののの恵恵恵恵みによるみによるみによるみによる。。。。主主主主のあわれみはのあわれみはのあわれみはのあわれみは尽尽尽尽きないからだきないからだきないからだきないからだ。。。。:23 :23 :23 :23 それはそれはそれはそれは朝朝朝朝ごとにごとにごとにごとに新新新新しいしいしいしい。「。「。「。「あなたのあなたのあなたのあなたの真真真真

実実実実はははは力強力強力強力強いいいい。。。。:24 :24 :24 :24 主主主主こそこそこそこそ、、、、私私私私のののの受受受受けるけるけるける分分分分ですですですです。」。」。」。」とととと私私私私のたましいはのたましいはのたましいはのたましいは言言言言うううう。。。。それゆえそれゆえそれゆえそれゆえ、、、、私私私私はははは主主主主をををを待待待待ちちちち望望望望むむむむ。」。」。」。」、エ

レミヤはこの詩篇の著者が言っていることと同じことをしたのです。神の真実さ、誠実さ、神が偽るこ 

とのない方であると思い起こしたゆえに、どうしようもない絶望の中で、愛する都が滅ばされ、人々が 

捕囚へと引かれていく中で、でも、神の真実はまことだ、確かだ、それは私にすばらしい希望を備えて

くれると、だから、彼は「「「「私私私私はははは待待待待ちちちち望望望望むむむむ。。。。」」」」と言うのです。神が期待を裏切らない、約束を破らない方で

あることを知っているから、私はどんな時でも神を待ち望むと言うのです。 

この９０節で、著者は「「「「代代代代々々々々にににに至至至至りますりますりますります。。。。」」」」ということばを使っているのですが、実は、原文を見ると

「世代から世代へ」と訳すことができます。「どの世代においても」ということです。あなたの真実は

どの世代においても変わることがありませんと、再び、継続性が表わされています。神はアブラハムに

対してもモーセに対してもダビデに対しても、使徒たちに対しても、そして、今を生きる私たちに対し

ても、同じように真実な方なのです。もし、神がアブラハムに対して約束をして「わたしはあなたを守

る」と言われたなら、その約束された神は、同じ神の民である私たちに対しても「あなたを守る」と言

ってくださるのです。その約束が破られることはないのです。 

だから、私たちは神のみことばに信頼をすることができるのです。なぜなら、このみことばは神が語

ったことばだからです。神が真実な方であれば、このみことばが言うことも真実なのです。私たちはそ

れに依存することができるのです。それにすがることができるのです。それに信頼を置くことができる

のです。神が真実な方だからこのみことばも真実なものなのです。 

説明をしてくれました。著者はその後、具体的な例えを上げて、いかにみことばが信頼の置けるもの

かを教えてくれます。 

２２２２））））信頼性信頼性信頼性信頼性のののの例証例証例証例証：：：：神神神神のののの被造物被造物被造物被造物をををを通通通通してしてしてして        ９０９０９０９０ｂｂｂｂ――――９１９１９１９１節節節節            

９０ｂ－９１節「「「「あなたがあなたがあなたがあなたが地地地地をををを据据据据えたのでえたのでえたのでえたので、、、、地地地地はははは堅堅堅堅くくくく立立立立っていますっていますっていますっています。。。。:91 :91 :91 :91 それらはきょうもそれらはきょうもそれらはきょうもそれらはきょうも、、、、あなたのあなたのあなたのあなたの定定定定めにめにめにめに

したがってしたがってしたがってしたがって堅堅堅堅くくくく立立立立っていますっていますっていますっています。。。。すべてはすべてはすべてはすべては、、、、あなたのしもべだからですあなたのしもべだからですあなたのしもべだからですあなたのしもべだからです。」。」。」。」、著者は「神のみことばの信頼性は

被造物を見たときによく分かる」と言うのです。「周りを見てごらんなさい。『『『『あなたがあなたがあなたがあなたが地地地地をををを据据据据えたのでえたのでえたのでえたので、、、、

地地地地はははは堅堅堅堅くくくく立立立立っていますっていますっていますっています。。。。』』』』」と彼は言います。神は神のみことばによってこの世界を据えられました。そ

のことが聖書のいろんな箇所に記されていますが、詩篇３３篇６節には「「「「主主主主のことばによってのことばによってのことばによってのことばによって、、、、天天天天はははは造造造造らららら

れたれたれたれた。。。。天天天天のののの万象万象万象万象もすべてもすべてもすべてもすべて、、、、御口御口御口御口のいぶきによってのいぶきによってのいぶきによってのいぶきによって。」。」。」。」とあります。神がそれを造っただけでなく、同じ９節

には「「「「まことにまことにまことにまことに、、、、主主主主がががが仰仰仰仰せられるとせられるとせられるとせられると、、、、そのようになりそのようになりそのようになりそのようになり、、、、主主主主がががが命命命命じられるとじられるとじられるとじられると、、、、それはそれはそれはそれは堅堅堅堅くくくく立立立立つつつつ。」。」。」。」と言って、神

は単にすべてを創造しただけでなく、今もそれが同じように続くように維持されていると言うのです。 

「「「「堅堅堅堅くくくく立立立立つつつつ。」。」。」。」のです。そして、「「「「そそそそれらはきょうもれらはきょうもれらはきょうもれらはきょうも、、、、あなたのあなたのあなたのあなたの定定定定めにしたがってめにしたがってめにしたがってめにしたがって堅堅堅堅くくくく立立立立っていますっていますっていますっています。。。。」」」」と著

者は加えています。「「「「それらそれらそれらそれら」」」」とはありとあらゆる被造物のことを指します。あらゆる被造物は神が定

められたように、神に従って同じことを繰り返し続けるのです。 

皆さん、毎朝、太陽が昇りますね。毎晩、太陽は沈みますね。私たちが何かを持っていて手を離すと 

どうなりますか？必ず物は下に向かって落ちます。この地上に存在するあらゆるものは、今日に至るま

で神が定められたことの通りに動いていると言うのです。皆さん、夜寝る時に心配して眠れなくなった

ことがあるだろうと思います。なかなか寝付けない日があったと思います。でも、皆さんは絶対に、明

日太陽が昇るかなと思って不安になって眠れなかったことはないだろうと思います。それはどれほど馬

鹿らしいことかを皆さんはよくご存じです。明日雨になるかなと不安になることはあります。でも、

「太陽が昇らなかったらどうしよう？」と言って恐れおののくことはありません。なぜですか？太陽は 

必ず昇るからです。それを疑う人がいますか？たとえ、私がここで「これは神がおっしゃることです。

明日の朝には太陽が昇りません。」と言っても、皆さんは私の言うことを絶対に信じません。なぜなら、

皆さんは太陽が明日の朝昇ることを知っているからです。 

では、どうして同じように神のみことばがどんな時にも私たちに真実を告げていることを、私たちは

信頼することができないのでしょう？詩篇の著者が言わんとしていることは、非常にはっきりしていま

す。もし、太陽が明日の朝も昇るとはっきり思っているのなら、それを信頼して疑うことがないなら、

どうして同じみことばによって語られ、それを保っているこの神の約束にあなたは信頼を置くことがで

きないのでしょう？太陽が昇ることを信頼している皆さんは、この世が皆さんに「もう希望はありませ

んよ」と訴える時に、様々な問題が皆さんの心を暗くする時に、様々な悲しみによって心が落ち込んで

しまう時に、どうしてそれが嘘だと言わないのですか？神のみことばはそれ程確かではないですか？ 
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神が造られたすべてのものが信頼を置くことができるように、神のみことばは信頼を置くことができ

ると言うのです。これがこの著者がここで私たちに教えてくれていることです。それを彼は思い出した

のです。 

事実、彼はさらにこう言います。「「「「すべてはすべてはすべてはすべては、、、、あなたのしもべだからですあなたのしもべだからですあなたのしもべだからですあなたのしもべだからです。」。」。」。」と。これまで存在したあら

ゆるもの、今存在するあらゆるもの、これから未来において存在するあらゆるものは、すべて例外なく

「神のしもべ」だと言うのです。生きているものも生きていないものも、私たち人間も含めて、すべて

は神のみこころのままに、神が言われることを忠実に全うする奴隷だと言うのです。神は完全な主権者

だから、雨が降り、太陽が照りつけるのは神がそれを命じたからです。この地が揺れるのは神がそれを

定めたからです。私たちの生涯に大きな事故や様々な不幸が襲いかかるのは、神がそれを良しとしたか

らです。私たちの周りで敵が私たちをあざ笑うのは、神がそうすることを許可したからです。すべては

神のしもべなのです、彼らは単に神が定められたことを忠実に全うしているだけだと言うのです。その

真理というのは、この世が造られたその初めから一切変わっていないのです。そのことをしっかりと私 

たちが理解した時に、詩篇の著者と同じような適用を私たちは自分の人生にすることができます。 

３３３３））））信頼性信頼性信頼性信頼性のののの適用適用適用適用：：：：みことばにみことばにみことばにみことばに喜喜喜喜びをもつびをもつびをもつびをもつ        ９２９２９２９２節節節節    

彼は自分自身の適用を教えてくれます。彼はこのように言います。９２節「「「「もしあなたのみおしえがもしあなたのみおしえがもしあなたのみおしえがもしあなたのみおしえが私私私私

のののの喜喜喜喜びでなかったらびでなかったらびでなかったらびでなかったら、、、、私私私私はははは自分自分自分自分のののの悩悩悩悩みのみのみのみの中中中中でででで滅滅滅滅んでいたんでいたんでいたんでいたでしょうでしょうでしょうでしょう。」。」。」。」と。８９節から９１節にかけて、彼は具

体的な形で思い出したことを記しています。神のみことばは信頼することができる、なぜなら、私の神 

は真実な方だから、事実、この地上に造られたありとあらゆる事柄を見たら、神を信頼することができ

ると思って当然だと言うのです。ヘブル１１：３にこのように記されている通りです。「「「「信仰信仰信仰信仰によってによってによってによって、、、、

私私私私たちはたちはたちはたちは、、、、このこのこのこの世界世界世界世界がががが神神神神のことばでのことばでのことばでのことばで造造造造られたことをられたことをられたことをられたことを悟悟悟悟りりりり、、、、したがってしたがってしたがってしたがって、、、、見見見見えるものがえるものがえるものがえるものが目目目目にににに見見見見えるものからできたえるものからできたえるものからできたえるものからできた

のではないことをのではないことをのではないことをのではないことを悟悟悟悟るのでするのでするのでするのです。」。」。」。」    

そして、彼は言います。「「「「もしあなたのみおしえがもしあなたのみおしえがもしあなたのみおしえがもしあなたのみおしえが私私私私のののの喜喜喜喜びでなかったらびでなかったらびでなかったらびでなかったら、、、、私私私私はははは自分自分自分自分のののの悩悩悩悩みのみのみのみの中中中中でででで滅滅滅滅んでいんでいんでいんでい

たでしょうたでしょうたでしょうたでしょう。」。」。」。」と。自分が今滅んでいないのは、私が神のみことばに喜びを持っていたからだと彼は言

っているのです。彼はこの「喜び」ということばをこれまでも何度も使って来ました。実は、この「喜

び」ということばは複数形が使われています。ありとあらゆる喜びを合わせたような喜びだと言うので

す。すばらしい大きな喜び、これ以上ない喜びです。このことばは、 

２４節「「「「まことにまことにまことにまことに、、、、あなたのさとしはあなたのさとしはあなたのさとしはあなたのさとしは私私私私のののの喜喜喜喜びびびび、、、、私私私私のののの相談相手相談相手相談相手相談相手ですですですです。」。」。」。」    

７７節「「「「…………、、、、あなたのみおしえがあなたのみおしえがあなたのみおしえがあなたのみおしえが私私私私のののの喜喜喜喜びだからですびだからですびだからですびだからです。」。」。」。」 
１４３節「「「「…………、、、、しかしあなたのしかしあなたのしかしあなたのしかしあなたの仰仰仰仰せはせはせはせは、、、、私私私私のののの喜喜喜喜びですびですびですびです。」。」。」。」 
１７４節「「「「私私私私はあなたのはあなたのはあなたのはあなたの救救救救いをいをいをいを慕慕慕慕っていますっていますっていますっています。。。。主主主主よよよよ。。。。あなたのみおしえはあなたのみおしえはあなたのみおしえはあなたのみおしえは私私私私のののの喜喜喜喜びですびですびですびです。」。」。」。」 

と、これらすべての箇所において、どんな苦しい困難な状況の中にあっても「私はみことばを喜びとし

ています」という意味合いで使われています。どんな中にあっても喜ぶことができる、喜ぶべきだと知

っているということです。彼が滅びないこと、敵からの攻撃によっても、様々な問題によっても、押し

つぶされてしまうことがないように希望を持ち続けることができるそのすべは、みことばにあることを

彼は知っているゆえに、彼はそのみことばを見て喜ぶのです。「良かった」と思うのです。あらゆるも

のが奪い去られたかもしれないけれども、私はこのみことばを持っていると言うのです。私はここに喜

びがある、このみことばを通して知ることができる神を私は見ることができると。 

神のみことばは信頼を置くことができるものです。神のみことばは揺るぐことがない、頼ることがで

きるものです。太陽が毎朝昇るのと同じように、このみことばは常に私たちに真実を伝え続けてくれま

す。ありとあらゆるものは神の支配のうちにあり、たとえ、敵であったとしても神の赦しがなければ彼

を傷つけることすらできないのです。たとえ、どれほど人生の状況が悪いものであったとしても、この

詩篇の著者は神の真実さ誠実さに、神が約束を破ることのないすばらしい方であることに気付いたので

す。それを教えてくれているみことばを持っていることに目を向けた時に、彼の心は喜びで満たされる

のです。なぜ、滅びないのですか？このみことばが喜びだからです。たとえ、敵が私たちを傷つけ、た

とえ、問題が私たちの心を抉ったとしても「みことばがある限り大丈夫だ」と、彼はそのように言って

いるのです。皆さん、皆さんは人生の様々な問題の中で希望を持っておられますか？皆さんの人生が皆

さんに問題を投げつける時、皆さんの敵が皆さんを壁際まで追いつめる時、皆さんが死の陰の谷を歩ま

なければならない時に、皆さんは神のみことばを通して与えられている約束に目を向けるがゆえに、希

望を持って前に進んでいますか？このみことばが私たちに示すことが真実であるゆえに、皆さんもこの

みことばを何よりの喜びとしていますか？ 
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 マルチン・ルター、皆さんご存じですね。偉大な宗教改革者です。彼はこの１１９篇９２節のみこと

ばを自分の聖書の最初のページに、自らの手で書き込んだと言われています。実際に、その聖書が今も、

ドイツの博物館に飾られています。彼がこのことばを自分の聖書に記したのは、彼が死ぬ４年ほど前だ

ったと言われています。あらゆる困難を通り抜け、彼の周りには敵がたくさんいました。多くの人たち 

が彼のいのちを狙いました。彼が語ったことばの信頼を失わせようと多くの人たちが努力しました。彼

の前には多くの攻撃があり続けたのです。その中にあって、その人生の終わりに、彼はこのみことばを

記したのです。「「「「もしあなたのみおしえがもしあなたのみおしえがもしあなたのみおしえがもしあなたのみおしえが私私私私のののの喜喜喜喜びでなかったらびでなかったらびでなかったらびでなかったら、、、、私私私私はははは自分自分自分自分のののの悩悩悩悩みのみのみのみの中中中中でででで滅滅滅滅んでいたでしょんでいたでしょんでいたでしょんでいたでしょ

うううう。」。」。」。」と、彼はそのことをよく分かっていたのでしょう。そのことを経験して来て、でも、聖書が教え

ることが正しいことを彼も分かったから、この詩篇の著者と同じように「神さま、感謝します」と言っ

たのです。「私が滅びないのはあなたのみおしえが私の喜びだから。」と、私たちも同じようにしない

といけないのです。神のみことばは信頼の置けるものです、揺るぐことのない真実なものであるゆえに、

私たちは変わることなく、このみことばに喜びを見出していなければいけないのです。 

２２２２．．．．神神神神のみことばののみことばののみことばののみことばの十分十分十分十分ささささ        ９３９３９３９３－－－－９６９６９６９６節節節節    

 でも、それだけではありません。この著者はもう一つ、私たちに教えてくれます。私たちの希望が確

かなのは、神のみことばが信頼を置くことができるだけでなく、神のみことばが私たちのすべての必要

に十分だと言うのです。そのことを彼は９３節から９６節で教えています。ここでも著者は先ほど言っ

た「とこしえに、永遠に」ということばを冒頭に使います。日本語の訳ではこのことばは出て来ません。

直訳するとこのようになります。「永遠に、常に、とこしえに、私はあなたの戒めを忘れません。」と。

「決して」とここでは訳されています。絶対に忘れることがないからという意味です。でも、強調して

いることは「永遠に、どんなことがあっても決して忘れることはない。常に私はこのことを覚えていま

す。」ということです。多分、詩篇の著者はここでこのように思っていたのでしょう。ちょうど、神の

みことばが天において変わることなく永遠に定まっているのと同じように、そして、その影響が被造物

にはっきりと現わされているのを見て取ることができるように、私の心の中で、私の生涯のうちにあっ

て同じように、とこしえに永遠に変わることなく常に神のみことばがしっかりと定められるように、

「決して忘れません！」と言うのです。 

どのようにしてそのことができるのでしょう？そのことを言い表わそうと、彼は二つの事柄を上げて

います。神のみことばが十分だということを彼は私たちに思い知らせてくれるのです。自分自身の心に

それを思い浮かべ、それをしっかりと刻もうとするのです。最初に彼が言うことは、神のみことばは私

たちの問題の中にあって十分な力を備える、力を与えるということです。そして、二番目に、私たちの

必要の中にあって神のみことばは私たちに十分な知恵を与えると言います。力と知恵です。 

１１１１））））みことばはみことばはみことばはみことばは私私私私たちにたちにたちにたちに十分十分十分十分なななな力力力力をををを与与与与えるえるえるえる        ９３９３９３９３－－－－９４９４９４９４節節節節    

９３節「「「「私私私私はあなたのはあなたのはあなたのはあなたの戒戒戒戒めをめをめをめを決決決決してしてしてして忘忘忘忘れませんれませんれませんれません。。。。それによってそれによってそれによってそれによって、、、、あなたはあなたはあなたはあなたは私私私私をををを生生生生かしてくださったからでかしてくださったからでかしてくださったからでかしてくださったからで

すすすす。」。」。」。」、彼が「決して忘れない、永遠に覚え続けています。」と言ったのは、神のみことばが彼を生か

すことを知っていたからです。彼は８８節で祈っていました。「「「「あなたのあなたのあなたのあなたの恵恵恵恵みによってみによってみによってみによって、、、、私私私私をををを生生生生かしてくかしてくかしてくかしてく    

ださいださいださいださい。」。」。」。」と。彼は「みことばによってあなたは私を生かしてくださった。」と言います。この９３節

のことばはある意味で９２節のことばを言い換えただけかもしれません。神のみことばが常に信頼を置

くことができる、変わることのないものであることを知ったがゆえに、それを理解したゆえに、この詩

篇の著者は様々な問題に立ち向かう勇気と力をみことばを通して得たのです。それがこの著者に起こっ

たことでした。この詩篇を見る限り、特に、この後出て来る９５節を見た時に、私たちがはっきり分か

るのは、著者の状況が変わった訳ではないということです。彼はまだ困難な中にいるのです。彼の周り

にはまだ同じように敵がいるのです。その敵は彼の周りで穴を掘り、罠を仕掛け、彼を陥れようと積極

的に努めているのです。外面的な状況は一切変わっていません。でも、変わったことがあるのです。彼

の内側が変わったのです。彼の内側に力があるのです。神のみことばが彼の心に働きかけ、彼のうちに

新しい希望をもたらしたのです。彼の心に平安を備えたのです。それこそがまさに神のみことばのわざ

です。神のみことばはそのようにこの著者にしたし、同じように、皆さんにもすることができるのです。 

皆さんが傷つき、打ちひしがれる時に、神のみことばを見てください。皆さんは、神が皆さんを気遣っ

ていること、皆さんにケアをしようとしていることを見出すことができます。皆さんが孤独で恐れを抱

いている時に、このみことばを見てください。そこに皆さんは神が皆さんとともにいて、決して、皆さ

んを見捨てない、皆さんの元を離れないという約束を見出します。皆さんが弱っている時に、このみこ

とばを見てください。皆さんは神が皆さんを力づけるその約束を見ることができるのです。 
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パウロはこのように言いました。ローマ８：３８－３９「「「「私私私私はこうはこうはこうはこう確信確信確信確信していますしていますしていますしています。。。。死死死死もももも、、、、いのちもいのちもいのちもいのちも、、、、御御御御

使使使使いもいもいもいも、、、、権威権威権威権威あるあるあるある者者者者もももも、、、、今今今今あるものもあるものもあるものもあるものも、、、、後後後後にににに来来来来るものもるものもるものもるものも、、、、力力力力あるあるあるある者者者者もももも、、、、:39 :39 :39 :39 高高高高さもさもさもさも、、、、深深深深さもさもさもさも、、、、そのほかのどんなそのほかのどんなそのほかのどんなそのほかのどんな

被造物被造物被造物被造物もももも、、、、私私私私たちのたちのたちのたちの主主主主キリストキリストキリストキリスト・・・・イエスイエスイエスイエスにあるにあるにあるにある神神神神のののの愛愛愛愛からからからから、、、、私私私私たちをたちをたちをたちを引引引引きききき離離離離すことはできませんすことはできませんすことはできませんすことはできません。」。」。」。」と。皆さん、

今お読みしたみことばは信頼の置けるものですか？置けます。今見て来た通りです。太陽が昇るのと同

じように、キリストの愛、神の愛は、私たちを神から引き離すことができないものだというみことばは

確かなことばです。信頼を持ったなら、本当に信頼しているなら勇気が出ませんか？力が与えられませ 

んか？それが必ず起こるのを知っているから、どんな孤独の中にあったとしても、どんなに傷ついてい

る中にあったとしても、神はそこにいて私たちに愛の手を差し伸べてくださっているのを、私たちは確

かに知ることができるからです。どれ程大きな苦しみも大きな試練も、どんな迫害であったとしても、

私たちの神が私たちに与えてくれる十分な力は、私たちの弱さのうちに働いて、神がみことばを通して

成し遂げてくれる約束に信頼をもたらすことができるのです。希望を持ち続けることができるのです。

沈み続けている必要はないのです。 

 だから、著者は９４節で言います。「「「「私私私私はあなたのものはあなたのものはあなたのものはあなたのもの。。。。どうかどうかどうかどうか私私私私をおをおをおをお救救救救いくださいいくださいいくださいいください。。。。私私私私はははは、、、、あなたのあなたのあなたのあなたの戒戒戒戒めめめめ

をををを、、、、求求求求めていますめていますめていますめています。」。」。」。」と、切実な助けが要求されています。「助けてください、救ってください、この困 

難な状況から私を救い出してください！」と。なぜ、そんなことを願ったのですか？その根拠はここに

ありました。「私はあなたのものです。私はあなたに属しています。」と言います。最初に、神を信頼

して生きていくことができるそのいのちを与えてくださったこともそうだし、その後、様々な状況の中

で神が私たちに活力を与え続けてくださることも、それらが証明することは、私たちが神のものである

ということです。だから「私はあなたのものです。あなたに属しています。」と言うのです。それだけ

ではありません。彼は最後にこのように言います。「「「「私私私私はははは、、、、あなたのあなたのあなたのあなたの戒戒戒戒めをめをめをめを、、、、求求求求めていますめていますめていますめています。」。」。」。」と、新しい

いのちが与えられ、神を信頼して生きていくことを学んでいったゆえに、彼はその人生を賭けて神の戒

めを守って生きていこうとするのです。主に似た者になりたいという希望を持ち続ける者は、神の戒め

を守って生きようとする者ではないですか？この二つは彼に「神は私を助けてくださる」というはっき

りとした根拠を与えます。なぜなら、この方は見捨てないし手放すことをしない方だからです。 

 この箇所を学んでいて私は、私も皆さんも大好きなイザヤ書４０章３１節のみことばを思い出しまし

た。イザヤはその直前で「「「「:28 :28 :28 :28 あなたはあなたはあなたはあなたは知知知知らないのからないのからないのからないのか。。。。聞聞聞聞いていないのかいていないのかいていないのかいていないのか。。。。主主主主はははは永遠永遠永遠永遠のののの神神神神、、、、地地地地のののの果果果果てまでてまでてまでてまで創造創造創造創造

されたされたされたされた方方方方。。。。疲疲疲疲れることなくれることなくれることなくれることなく、、、、たゆむことなくたゆむことなくたゆむことなくたゆむことなく、、、、そのそのそのその英知英知英知英知はははは測測測測りりりり知知知知れないれないれないれない。。。。:29 :29 :29 :29 疲疲疲疲れたれたれたれた者者者者にはにはにはには力力力力をををを与与与与ええええ、、、、精力精力精力精力のなのなのなのな

いいいい者者者者にはにはにはには活気活気活気活気をつけるをつけるをつけるをつける。。。。:30 :30 :30 :30 若者若者若者若者もももも疲疲疲疲れれれれ、、、、たゆみたゆみたゆみたゆみ、、、、若若若若いいいい男男男男もつまずきもつまずきもつまずきもつまずき倒倒倒倒れるれるれるれる。。。。」」」」と言います。神がどのような

方かを知っているゆえに、３１節「「「「しかししかししかししかし、、、、主主主主をををを待待待待ちちちち望望望望むむむむ者者者者はははは新新新新しくしくしくしく力力力力をををを得得得得、、、、鷲鷲鷲鷲のようにのようにのようにのように翼翼翼翼をかってをかってをかってをかって上上上上ることることることること

ができるができるができるができる。。。。走走走走ってもたゆまずってもたゆまずってもたゆまずってもたゆまず、、、、歩歩歩歩いてもいてもいてもいても疲疲疲疲れないれないれないれない。」。」。」。」と言うのです。どのような困難の極限にあっても、ど 

のような絶望の谷底にいたとしても、神がどんな方であるのかという信頼を失わない人、神のみことば

が言っていることは正しいと信じ切る人は、鷲のように翼を駆るのです。ジタバタと喘ぐのではないの

です。信仰という翼を大きく広げて、神の恵みの力によって天空へと一気に舞い上がっていくのです。

「「「「走走走走ってもたゆまずってもたゆまずってもたゆまずってもたゆまず、、、、歩歩歩歩いてもいてもいてもいても疲疲疲疲れないれないれないれない。」。」。」。」と言います。 

与えられる救いは必ずしも困難からの脱出ではないかもしれません。私たちの人生の様々な問題から

の解放でもないかもしれません。ときに、神からの助けは困難の中にある勇気であるかもしれません。

神からの助けはときに受け入れ難いような状況の中にある喜びかも知れません。極限の不安の中にある

平安かも知れないし、考えもしなかったような不幸の中にある感謝かもしれません。でも、主を持ち望

む者、主に信頼し神のみことばに信頼する者は、必ず、立ち上がって死の陰の谷を勇気をもって主とと

もに歩み続けるのです。なぜなら、神のみことばは十分な力を私たちに備えてくれるからです。 

２２２２））））みことばはみことばはみことばはみことばは私私私私たちにたちにたちにたちに十分十分十分十分なななな知恵知恵知恵知恵をををを与与与与えるえるえるえる        ９５９５９５９５－－－－９６９６９６９６節節節節    

９５節「「「「悪者悪者悪者悪者どもはどもはどもはどもは、、、、私私私私をををを滅滅滅滅ぼそうとぼそうとぼそうとぼそうと、、、、私私私私をををを待待待待ちちちち伏伏伏伏せていますせていますせていますせています。。。。」」」」と、やはり状況は変わっていません。 
今でも敵は積極的に滅ぼそうと考えて私を待ち伏せていると言うのです。でも、そのような中にあって、

彼は神のみことばがもたらす希望に自分自身をしっかりと結びつけたのです。人生はいまだに困難でし

た。敵が彼を滅ぼすために熱心に待ち受けていたのです。けれども、彼の心は変えられていたのです。

彼は言います。「「「「しかししかししかししかし私私私私はあなたのさとしをはあなたのさとしをはあなたのさとしをはあなたのさとしを聞聞聞聞きききき取取取取りますりますりますります。」。」。」。」（９５節）と、私たちがいろいろな問題を

抱える時に、私たちが先ず初めにすることは、その問題に対して瞬間的に反応すること、応答すること

です。難しいことがありましたと頭を抱えるのです。いやなことがありましたと悲しむのです。落胆す

るのです。これは瞬間的な応答ではないですか？このような問題があった時に私はこう考えるとすぐに

応答するのです。ところが、この著者がすることは「敵が私を滅ぼそうと待ち伏せています。でも、
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…」、この前の詩文節では彼は失望しましたが、神のみことばのすばらしさを思い起こし、そこにある

力を見た時に彼は「「「「しかししかししかししかし私私私私はあなたのさとしをはあなたのさとしをはあなたのさとしをはあなたのさとしを聞聞聞聞きききき取取取取りますりますりますります。」。」。」。」と言ったのです。「聞き取る」と訳され

ていることばは「熱心に考える」と訳すことができます。彼は自分の思いの中で瞬間的に応答すること

を止めたのです。どんな問題が起こったとしても、私はこのみことばを熱心に思う、そこからあなたが

与えてくださる正しい解答に目を向けて、それを実践していこうと私は生きていくと言うのです。 

だから、彼は言います。９６節「「「「私私私私はははは、、、、すべてのすべてのすべてのすべての全全全全きものにもきものにもきものにもきものにも、、、、終終終終わりのあることをわりのあることをわりのあることをわりのあることを見見見見ましたましたましたました。。。。しかししかししかししかし、、、、ああああ

なたのなたのなたのなたの仰仰仰仰せはせはせはせは、、、、すばらしくすばらしくすばらしくすばらしく広広広広いのですいのですいのですいのです。」。」。」。」と、読んだだけでは何を言っているのかよく分かりませんが、こ

ういうことです。この地上にあるどんなものでも、それがたとえどれ程完全に見えても、欠けたところ

がないと見えても、それらはすべて足りないところがあると言うのです。唯一完全なもの、唯一欠けた 

ところのないものは神の仰せだけだということです。彼には敵がいました。彼の前に様々な罠を仕掛け、    

もうここから逃れることができないかのように思い込ませました。彼らの計画は完全だったのです。少

なくとも、著者にはそう見えたでしょう。だから、どうしたらいいのですか？と嘆いたのです。でも、

神のみことばに耳を傾け思い巡らしていく時に彼は気付いたのです。たとえ、彼の敵がどれほど完全な

罠を仕掛けたとしても、神はそこから私を救い出すことができると。 

私たちが持つどのような困難であっても、ここから逃れることが絶対にできないと思わせる絶望の中

にあったとしても、私たちは神のみことばを見る時に、神はその中から私たちに希望を与え、私たちが

主を喜び感謝しながら生きていけると気付くことができるのです。地上において起こるありとあらゆる

ことがどれほど完全に見えたとしても、その遥か先にもっと完全な神がいるのです。その神のみことば

に耳を傾け、その神のみことばを熱心に思い、私たちがそこに信頼を置いて生きていこうとする時に、

私たちは確かに主の知恵によって問題の解決を見ていくようになるのです。 

 パウロは言いませんでしたか？神のみことばは私たちの生涯に十分であると。Ⅱテモテ３章でパウロ

はテモテに対してこのように書き記しました。１６－１７節「「「「聖書聖書聖書聖書はすべてはすべてはすべてはすべて、、、、神神神神のののの霊感霊感霊感霊感によるものでによるものでによるものでによるもので、、、、教教教教ええええ

とととと戒戒戒戒めとめとめとめと矯正矯正矯正矯正とととと義義義義のののの訓練訓練訓練訓練とのためにとのためにとのためにとのために有益有益有益有益ですですですです。。。。:17 :17 :17 :17 それはそれはそれはそれは、、、、神神神神のののの人人人人がががが、、、、すべてのすべてのすべてのすべての良良良良いいいい働働働働きのためにふさわしいきのためにふさわしいきのためにふさわしいきのためにふさわしい十十十十

分分分分にににに整整整整えられたえられたえられたえられた者者者者となるためですとなるためですとなるためですとなるためです。」。」。」。」と。何一つ欠けたところのない十分なものに変えることができると 

言うのです。なぜですか？みことばが有益だからです。私たちに何が正しいのかを教え、私たちが間違

っている時に私たちを戒め、間違った道から正しい道へと変わることができるように矯正し、その正し

い道を歩み続けることができるように訓練するみことばは、私たちがどのような経験をしようとも、ど

のような問題を抱えようとも、すべての事柄にふさわしい十分に整えられた者となることができるよう

に私たちを変えると言うのです。 

 皆さん、神のみことばは私たちに十分な力を備えてくれます。神のみことばは私たちに十分な知恵を

与えてくれます。もう進むことができないと思うその困難の中で、神はみことばを通して力を与えてく

れて、私たちに勇気を備え私たちを前進させてくれます。もうどうしようもないという絶望の中で、こ

のみことばは私たちに知恵を与えてくれ、信仰の目をしっかりと見開いて神の希望に目を向けることが

できるようにしてくれるのです。だから、私たちは確かな希望を持てるのです。揺るぐことのない、絶

対に信頼を置くことができるみことば、どんな状況の中でも私たちを前へと進め続けてくれるすばらし

い力と知恵を備える十分なみことばが私たちに与えられているゆえに、私たちは確かな希望を持って毎

日の生活を生きていくことができるのです。 

 皆さん、みことばを信頼していますか？皆さんはこのみことばに心からの信頼を持っていますか？た

とえ、どれ程大きな絶望の淵に置かれたとしても、詩篇の著者は希望を失うことを拒みました。なぜな

ら、彼は神のみことばに希望があることを知っていたからです。そして、その希望にしがみつきました。

「私はそれを信じる」と言ったのです。そして、なぜ信じるべきなのかという理由をしっかりと自分の

心に思い起こさせたのです。その時に彼は、９６節を終わるに当たって、希望である神のみことばとい

うしっかりとした土台の上に確かに立って、前に向かって進んで行こうとするのです。それがこの詩篇

の著者に起こったことであり、それが私たちの人生に起こることでもあるのです。 

 私は一人の人物がまさにこのことをつい最近、いや、今もしているのを知っています。彼はこの数週

間、私の心に非常に大きな働きをなし続けています。彼の名前はブライアンと言いますが、私の神学校

時代の親友です。彼は３週間程前、非常に大きな自動車事故に遭いました。車の写真を見たのですが、

運転席がありませんでした。完全に車は破壊されました。彼は病院へと緊急搬送され、そこで彼を見た

医師たちは頭蓋骨が折れていることを確認し、両腕の骨がバラバラになり、そのうちの骨のいくつかは、

見つけることができなかったのです。彼の頸椎はぐしゃぐしゃにされていました。１０日間のうちに彼
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は９回の手術を受けて、何とかその壊れた体を元に戻そうという努力がなされました。私は３月に渡米

した時に彼に会いました。そこでいろんな話しをしました。彼は５年ほど前に開拓伝道を始めて、彼の

生まれ育った地で教会を建てました。５年経って、ようやく教会に集まる人たちが５０人を超えるよう

になり、彼は非常な喜びをもってその話を私にしてくれました。「今、非常に良い時なのだ」と。また、

彼は非常に語学に堪能な人物なので、近くの神学校でヘブライ語やギリシャ語を教え、また、神学を教

えていました。そこで教えることの喜びを実感し、多くの後継者を育てることに喜びを見出していまし

た。まさに、彼の人生は神に用いられるすばらしい状況の中にあったのです。けれども、彼のその順調

な歩みはある雨の晩、家に向かっていく途上で粉々に裂けました。あわれみ深く常に最善をなしてくだ

さるすばらしい神は彼のいのちを助けてくださいました。医師たちも驚くほどの回復が今も与えられて

います。不思議なことに、このような大きな事故に遭ったにも関わらず、彼には一切麻痺が見られませ

ん。神のすばらしい御手がそこにあったのでしょう。 

 先週の日曜日、彼は病室からインターネットを通して教会に向けてメッセージをしました。彼はそこ

でこのようなことを言うのです。「今、私は病院の病室にいます。回復が非常に早くて喜んでいますが、

でも、たとえ、回復していなかったとしても神はそのことにおいても主権者です。神は良い方だから、

たとえ、悪に見える事柄であっても、たとえ、いやな事柄であったとしても、究極的には神が分かって

おられる、神が計画しておられる良いわざをなすために神が用いてくださっていることを私は分かって

います。私の生涯において、神ご自身が計画していることを成し遂げようと今してくれています。この

苦しみを通してもそれをしてくれています。私はそれを心から受け入れます。そして、神が私を通して、

いや、この出来事を通して、私に何を教えてくださろうとしているのかを知りたくてワクワクしていま

す。」と。私もそのメッセージを聞きました。彼は苦しみの中にあります。でも、彼は喜んでいます。

彼の未来は全く不透明です。これから何が起こるのか彼には分かりません。でも、彼は希望に満ちてい

ます。彼の生涯はいのちさえ危ないような状態でした。けれども、彼は今も続けて神への感謝を一度た

りとも忘れることがありません。 

 私たちは現実を見なければいけません。私たちは本当に自分の周りにあるありとあらゆるものを取り

去られたとしても、神に対する希望を失わずに生き続けることができるでしょうか？私たちの健康が、

私たちの財産が、私たちの家族が、私たちの働きが、私たちの未来が、私たちが大切だ重要だと思って

いるありとあらゆる事柄が私たちから取り除かれる時に、私たちは神のみことばが信頼できるものであ

り、そのような試練の中にあっても十分なものであるということを知っているゆえに、確かな希望を持

って生き続けることができるでしょうか？詩篇の著者はそうしました。私の友人は今それをしてくれて

います。私もそれをしたいし、私は皆さんにもそうやって生きていっていただきたいと心から願います。 

 神を知ってください。神のみことばを知ってください。神を信頼してください。そのみことばに揺る

ぐことのない信頼を置いてください！神とそのみことばにしか見出すことができない唯一の祝福に満ち

た希望を、皆さんが決して手放すことがないように。なぜなら、それは神に属する皆さんのものだから

です。そのようにして皆さんが天に行くその日まで、主を見つめつつまっすぐにしっかりと歩んでいく

ことを心から祈り願っています。 

 


